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記

３　通年にわたって建設工事の経験が続く場合は、その年の代表的な工事の件名を記入し、その他の工事は
　「他〇件」として１年分を一行にまとめて記載すること。
４　１件ずつの工事を積み上げて記入する場合は、片落ち計算すること。
　（例：平成２０年４月～平成２０年１０月　→　６ヵ月の経験）

実　　務　　経　　験　　証　　明　　書

下記の者は、 工事に関し、下記のとおり実務の経験を有することを証明します。

年　　月　　日

証　明　者

被 証 明 者
と の 関 係

実務経験の内容

職名 従事期間 月数

最終学歴・資格区分

年　　月　　日　卒業

□　法第７条第２号ロ該当

（同種工事の10年以上の実務経験）

配置する工事名

技術者の氏名 生年月日

資格区分
（該当するものにレ）

実務経験の内容

２　「合計　満　ヵ月」の欄は、月数の合計を記載すること。

記載要領
１　「実務経験の内容」の欄は、従事した主な工事名等を具体的に記載すること。

合計　満　　　ヵ月

静岡市長　様

□　法第７条第２号イ該当

（高等学校卒業後５年以上の実務経験）

（大学卒業後３年以上の実務経験）

最終学歴
（学校・学科）


